
公表論文、学会報告等一覧（2014年2月時点） 
（サーベイランス・モニタリングの成果の公表） 

 
○論文発表 
2013年2月までに受理され、それ以降に論文掲載されたもの 
 題名 雑誌名, 巻 (年): 頁 著者 ※先頭が筆頭著者 
1 Clostridium difficile isolated from the fecal  

contents of swine in Japan. 

（日本国内の豚糞便から検出されたディフィシル

菌） 

Journal of  
Veterinary  
Medical Science, 
75 (2013): 539–541. 

○浅井鉄夫、臼井優、比企基

髙、川西路子、永井英貴、佐

々木貴正 

2 Prevalence and characterization of foodborne 
pathogens in dairy cattle in the eastern part of 
Japan. 

（東日本の乳用牛における食中毒菌の保有率及び

検出株の性状） 

Journal of  
Veterinary  
Medical Science, 
75 (2013): 543–546. 

○佐々木貴正、村上真理子、

春名美香、丸山賀子、森哲也

、伊藤和夫、山田友紀子 

3 Prevalence and antimicrobial resistance of  
Campylobacter isolates from beef cattle and pigs 
in Japan. 

（日本国内の肉用牛及び豚におけるカンピロバク

ター保有率と薬剤感受性） 

Journal of 
Veterinary  
Medical Science, 
75 (2013):625-628. 

○春名美香、佐々木貴正、村

上真理子、森哲也、浅井鉄夫

、伊藤和夫、山田友紀子 

4 食鳥処理場におけるサルモネラの汚染状況. 獣医畜産新報, 
66 (2013): 351–356. 

○春名美香、佐々木貴正、村

上真理子、浅井鉄夫、伊藤和

夫、山田友紀子 

5 Prevalence of Campylobacter species, 
Salmonella species, Listeria monocytogenes and 
hepatitis E virus in swine livers collected at an 
abattoir. 

（と畜場で採取された豚肝臓におけるカンピロバ

クター、サルモネラ、リステリア・モノサイトジ

ェネス及びE型肝炎ウイルスの保有率） 

Japanese Journal of 
Infectious Diseases, 
66 (2013): 161-164. 

○佐々木貴正、春名美香、村

上真理子、林田瑞穂、伊藤和

夫、野田衛、山田友紀子 

2013年2月以降に論文に掲載又は受理されたもの 

6 地鶏群におけるカンピロバクター、サルモネラ及

びListeria monocytogenesの保有状況 
獣医畜産新報, 
66 (2013): 513–518. 

○佐々木貴正、辻山弥生、春名

美香、村上真理子、吉田信一郎

、伊藤和夫、山田友紀子 
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7 Comparison of the prevalence of Shiga 
toxin-producing Escherichia coli strains O157 
and O26 between beef and dairy cattle in Japan. 

（肉用牛と乳用牛におけるシガ毒素産生大腸菌

（O157及びO26）保有状況の比較） 

Journal of Veterinary 
Medical Science, 
75 (2013):1219-1221. 

 

○佐々木貴正、村上真理子、丸

山賀子、山本賢修、春名美香、

伊藤和夫、山田友紀子 

8 Prevalence and antimicrobial susceptibility of 
foodborne bacteria in wild boars (Sus scrofa) and 
wild deer (Cervus nippon) in Japan.（日本国内の

シカ及びイノシシにおける食中毒菌の保有状況及

び分離株の薬剤感受性） 

Foodborne 
Pathogens and 
Disease, 
10 (2013):985-91. 

○佐々木貴正、五島朋子、森哲

也、村上真理子、春名美香、伊

藤和夫、山田友紀子 

9 採卵鶏農場におけるサルモネラ浸潤状況 獣医畜産新報, 
67 (2014): 99-103 

○伊藤和夫、佐々木貴正、山本

賢修、村上真理子、春名美香、

山田友紀子 

10 Contamination of poultry products with Listeria 
monocytogenes at poultry processing plants. 

（ 食 鳥 処 理 場 に おける 鶏 肉 の  Listeria 
monocytogenes汚染） 

Journal of Veterinary 
Medical Science, 

2013年8月受理 

○佐々木貴正、春名美香、村上

真理子、林田瑞穂、高橋奈央、

漆山哲生、伊藤和夫、山田友紀

子 

11 Speciation and Determination of Inorganic 
Arsenic in Rice using Liquid 
Chromatography-Inductively Coupled 
Plasma-Mass Spectrometry: Collaborative 
Study. 

（コメ中無機ヒ素の化学形態別定量分析法

（LC-ICP-MS法）の室間共同試験） 

Journal of AOAC 
INTERNATIONAL, 

2013年12月受理 

○浮穴学宗、松本衣里、西村勉

、 Joanne Chan Sheot Harn, 
Ch'ng Ai Lee, Laddawan 
Rojanapantip, Nongnuch 
Mayteeyonpiriya, Kulwilai 
Suthilucksanavanish, 山 田

友紀子 

12 Quantitative estimation of Campylobacter 
cross-contamination in carcasses and chicken 
products at an abattoir. 

（食鳥処理場におけると体と鶏肉のカンピロバク

ター交差汚染の定量的推定） 

Food Control, 

2014年2月受理 

○佐々木貴正、春名美香、森哲

也、楠川雅史、村上真理子、辻

山弥生、伊藤和夫、豊福肇、山

田友紀子 

 
 
○学会等発表（2013年2月以降） 
 演題 発表場所、時期 発表者(○)及び共同発表者 
1 乳用牛農場における腸管出血性大腸菌（O157及び

O26）の保有状況 
日本獣医学会学術集

会、2013年3月 
○佐々木貴正、村上真理子、

春名美香、伊藤和夫、山田友

紀子 

2 肉用牛農場及び豚農場におけるカンピロバクター

保有状況と薬剤耐性 
日本獣医学会学術集

会、2013年3月 
○春名美香、佐々木貴正、村

上真理子、浅井鉄夫、山田友

紀子 
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3 ブロイラー鶏群及び鶏肉におけるサルモネラの汚

染状況と薬剤耐性 
日本獣医学会学術集

会、2013年9月 
○春名美香、佐々木貴正、村

上真理子、比企基高、浅井鉄

夫、伊藤和夫 

4 肉用鶏農場及び鶏肉におけるリステリア・モノサ

イトジェネスの保有状況 
日本獣医学会学術集

会、2013年9月 
○佐々木貴正、春名美香、村

上真理子、伊藤和夫、山田友

紀子 

5 家畜肝臓の食中毒菌汚染状況調査 日本食品微生物学会

学術総会、2013 年10
月 

○佐々木貴正、春名美香、五

島朋子、村上真理子、林田瑞

穂、森哲也、和田真太郎、山

田友紀子 

6 次亜塩素酸ナトリウム溶液による牛肝臓表面の

STECO157除去効果 
日本食品衛生学会学

術講演会、2013 年 11
月 

○佐々木貴正、村上真理子、

森哲也、和田真太郎、春名美

香 

7 食鳥処理場におけるカンピロバクター及びサルモ

ネラ汚染 
日本食品衛生学会学

術講演会、2013 年 11
月 

○春名美香、佐々木貴正、村

上真理子、浅井鉄夫、山田友

紀子 

8 含みつ糖（黒糖、加工黒糖、赤糖）中のアクリル

アミド濃度と その貯蔵安定性の調査 
日本食品衛生学会学

術講演会、2013 年 11
月 

○漆山哲生、吉野麻美、山田

友紀子 

9 食用油脂中の3-MCPD脂肪酸及びグリシドール脂

肪酸エステル濃度の直接分析及び間接分析 
日本食品衛生学会学

術講演会、2013 年 11
月 

○阪本和広、漆山哲生、浮穴

学宗、吉野麻美、山崎久実子、

木船信行、伊佐川聡、山田友

紀子 

10 大豆発酵食品中のヒスタミン及びチラミン濃度の

調査及び経口暴露の推定 
日本食品衛生学会学

術講演会、2013 年 11
月 

○中村亮太、友金寛和、漆山

哲生、山田友紀子 

11 ベビーフード中の硝酸性窒素濃度の調査及び経口

暴露の推定 
日本食品衛生学会学

術講演会、2013 年 11
月 

○中元昌広、中村亮太、友金

寛和、漆山哲生、山田友紀子 

 
○プレスリリース、農林水産省ウェブサイトへの掲載等（2013年2月以降） 
 題名 公表時期 対応 
1 平成23年度 水産物中のダイオキシン類の実態調

査」の結果について 
2013年12月（プレスリ

リース） 
消費・安全局畜水産安全管理課 

2 平成 24 年度 畜水産物中のダイオキシン類の実

態調査」の結果について 
2013年12月（プレス

リリース） 
消費・安全局畜水産安全管理課 
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